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1.学生フォーミュラ大会とは 
 

 

 

  

大会概要 

大会理念 

 

 

 

 

大会背景 

https://www.jsae.or.jp/formula/jp/


 

 

1.学生フォーミュラ大会とは 
 

 

 

  

競技内容 

静的審査 

コスト 

プレゼンテーション 

デザイン（設計） 

動的審査 

アクセラレーション スキッドパッド 

オートクロス エンデュランス 

効率 



 

 

2.YFRについて 
 

 

 

  

チーム紹介 

活動方針 

活動目的 

 

 

 



 

 

2.YFRについて 
 

 

 

 

  

YFRの歴史 

２００７年度 

２００８年度 

２００９年度 

２０１０年度 

２０１１年度 

２０１２年度 

２０１３年度 



 

 

2.YFRについて 
 

 

 

  

２０１４年度 

２０１５年度 

２０１６年度 

２０１７年度 

２０１８年度 

２０１９年度 

２０２１年度 



 

 

3.活動報告 
 

 

 

  

種目 得点 順位   

コスト［100］ 33.66 15 スキッドパッド［75］ 3.50 21 

デザイン［100］ 71.00 19 オートクロス［125］ 94.20 10 

プレゼンテーション［75］ 43.08 41 エンデュランス［275］ 15.00 26 

アクセラレーション［100］ 65.81 8 効率［100］ 43.62 18 

 総合［1000］ 367.87 16 

2022年度活動報告 

～はじめに～ 

総合順位 16/６３位

大会結果 



 

 

3.活動報告 
 

 

 

 

 

  

  

評価 



 

 

3.活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2022年度会計報告 

大会参加費

29%

部費

23%

スポンサー様

28%

OB・OGの方

6%

その他

14%

収入

合計 

￥1,584,162 

大会関係費

37%

試走会

16%

車体・部品

29%

工具

3%

その他

15%

支出

合計 

￥1,245,783 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

  

コンセプト・目標 

コンセプト 

「スムーズ」 

ボディ 
しなやか 

地面に張り付く 

セーフティ コックピット 
リラックス 

正確・シンプル 

2023年度より YFRは 

EV へ参加します。 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

  

＜静的審査＞ 2023年度目標 2022年度 

種目 点数（ｐ） 順位 点数（ｐ） 順位 

コスト 40 10位 33.66 15位 

デザイン ８０ １５位 71.00 19位 

プレゼンテーション ６０ １７位 43.08 41位 

＜動的審査＞ 
2023年度目標 

種目 

アクセラレーション ６．５s 

スキッドパッド ５．４s 

オートクロス ７５s 

エンデュランス 完走 

チーム目標 

『電気車検合格』 

種目の目標 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

  

2023年度車両計

画 フレーム 

シャーシ全体 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

 

  

駆動 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

  ブレーキ、ステアリング、ペダル 

シート 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

  

モータ・インバータ 

モーター仕様 

モーター形式 三相交流同期式 

冷却 水冷 

重量 約 10[kg] 

最大出力 37[kw]＠400dc 

最大トルク 60[Nm] 

 

インバーター仕様 

形式 シングル 

冷却 水冷 

重量 6.4[kg]以下 

入力電圧 DC280~400[V] 

 

モーター 
インバーター 



 

 

4. 2023プロジェクト 
  

バッテリー 

アキュムレーターコンテナ 

冷却 

車両制御ユニット 

バッテリー仕様 

公称容量 10［Ah］(2.7［V］0.2C充放電容量) 

定格電圧 3.8［V］ 

内部抵抗 4.5[mΩ]以下 

充電時間 30～６０[分] 

動作温度範囲 -10[℃]～60[℃] 

 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

想定車両質量 

走行エネルギー算出 

（単位：kg） 

シャーシ 200 

モーター 10 

インバーター 6.4 

バッテリー 24.4 

アキュムレーターコンテナ 10 

車両総重量 250.8 

 

計算パラメータ 

転がり抵抗係数 0.015 

車両＋乗員重量［kg］ 250.8+60 

重力加速度［m/s^2］ 9.8 

空気抵抗定数 Cd 1.0 

空気密度［kg/m^3］ 1.1457 

前面投影面積［m^２］ 0.92 

 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

モーター・インバーター・バッテリー容量 

部品個数 

部品 個数 

モーター １ 

インバーター １ 

バッテリー 
９６セル 
直列 

 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2023年度予算計画 

部費

21%

大会参加費

19%

EVクラウドファ

ンディング

22%

スポンサー様

20%

前年度繰越

14%

その他

4%

収入

合計 

￥2,340,288 

各種部品

48%

EV関係

14%

大会参加費

5%

大会関係

17%

試走会

9%

その他

7%

合計 

￥2,305,000 
フレーム

43%

足回り

39%

カウル他

10%

駆動

4%
冷却

4%

支出 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2

月 

3

月 

4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

設計 
            

製作 
            

試走 
            

静的審査 

            

 

新体制と年間計画 

新体制 

チームリーダー 

サブリーダー 

サブリーダー 

サブリーダー 

 会計 
 広報 
 渉外 
 コスト 
 デザイン 
 プレゼンテーション 

 フレーム 
 サスペンション、ブレー
キ、ステアリング 

 カウル、シート、ファイア
ウォール 

 駆動 

 レイアウト、冷却 
 システム制御、配線 
 電力 
 全体回路設計 

補佐 

アドバイザー 

年間計画 

レギュレーション確認 
設計 

部品製作 組付け 

シェイクダウン 
試走 

コスト 

デザイン 

プレゼンテーション 



 

 

4. 2023プロジェクト 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

名前 役職 学年 

中野 旭 チームリーダー/デザイン審査、駆動、冷却担当 学部 2 年 

村田 香月 静的リーダー/広報、サスペンション、ACC、バッテリー担当 学部 2 年 

佐々木 秀 シャーシリーダー/コスト審査、フレーム担当 学部 2 年 

望月 拓史 EV リーダー/プレゼン審査、回路設計、ﾌｧｲｱｳｫｰﾙ担当 学部 2 年 

鈴木 泰聖 渉外/プレゼン審査、レイアウト、冷却担当 学部１年 

青木 丈迪 コスト審査、ステアリング、レイアウト、冷却担当 学部１年 

塚本 大貴 デザイン審査、ブレーキ、システム制御担当 学部１年 

NGUYEN CONG HUY リーダー補佐/渉外/システム制御担当 学部３年 

浦野 岳人 全体回路設計担当/アドバイザー 学部４年 

佐藤 優樹 システム制御担当 学部４年 

納本 拓実 システム制御担当 学部４年 

玉井 志穂 会計/渉外/サスペンション担当 学部３年 

塩澤 龍一 アドバイザー 学部４年 

HONG YUHUI 管理・提出物 学部３年 

小林 丈留 アドバイザー 修士１年 

永田 翔也 アドバイザー 修士２年 

渡辺 匠 アドバイザー 修士２年 

メンバー構成 



 

 

5.スポンサーについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スポンサーのお願い 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

5.スポンサーについて 
 

 

 

  

スポンサー様一覧 

株式会社デンソー 

株式会社 共創 

スズキ株式会社 

FREE STYLE   

株式会社 REV 

イズミインターナショナル株式会社  

エンドレスハウザー山梨株式会社  

オーゼットジャパン株式会社  

おがた歯科医院  

笠井歯科医院  

金子歯車工業株式会社   

株式会社エッチ・ケー・エス  

株式会社エフ・シー・シー  

株式会社オートバックスセブン 

株式会社キャロッセ 

株式会社ササキ  

株式会社ティエムシー  

株式会社ハイレックスコーポレーション 

株式会社ハヤテ・コンサルタント 

株式会社ミスミグループ本社 

株式会社かいしゃ 

株式会社ホンダテクノフォート 

 

株式会社鷺宮製作所 

株式会社榛葉鉄工所 

株式会社中央技研  

協和工業株式会社  

ポリテクセンター山梨 

クリフ株式会社  

サンキン株式会社  

スポーツランド山梨  

ソリッドワークスジャパン株式会社  

トーヨーコーケン株式会社 

株式会社東京アールアンドデー  

モーターイズム編集部  

日立 Astemo株式会社   

日本発条株式会社  

藤精機株式会社  

有限会社 T.M.WORKS   

山梨工業会  

山梨大学ＯＢ各位 

山梨大学教授様方  

山梨大学工学部附属ものづくり教育実践センター 

敬称略 順不同 



 

 

6.最後に 
 


